














Kirrel3遺伝子欠損マウスで超音波発声回数が減少	


（成獣間の音声コミュニケーションの障害）	


成獣間での音声コミュニケーション	




母仔間での音声コミュニケーション	


Kirrel3遺伝子欠損マウスで超音波発声回数が増加
（発達期の音声コミュニケーションの障害）	


仔を母から分離	
 



社会性行動（社会的新規探索性テスト）	


Kirrel3遺伝子欠損マウスは	


社会（新規個体）認識行動が低下	
 



Kirrel3遺伝子欠損マウスは新規環境において多動	
 

新規環境での活動性���
（オープンフィールドテスト）	




常同・反復行動（立ち上がり行動）	


Kirrel3遺伝子欠損マウスは常同・反復行動亢進	
 



知覚（聴覚）行動（音響驚愕反射）	


Kirrel3遺伝子欠損マウスは聴覚過敏	
 



Kirrel3遺伝子欠損マウスの行動解析結果	


ADHDを合併した	


自閉症モデルマウス	
 



本研究のまとめと今後の展望	
 

Kirrel3遺伝子欠損マウス	
 

ADHD合併自閉症モデルマウス	
 ADHDと自閉症の合併	
 

行動異常と関連するシナプス形成	


や伝達異常部位と病態の同定	
 

ADHDを合併した自閉症	


病態の解明	



病態解明に基づいた新規治療法	


の開発と効果の判定	
 

ADHDを合併した自閉症の治療	
 

自閉症患者でKirrel3遺伝子異常	
 



本研究の成果	
 

h"ps://www.nature.com/ar2cles/s41598-­‐018-­‐19844-­‐7	
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